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［Abstract］  
Social media such as Facebook and Twitter has been rapidly expanding over the past few years and the number of users reached about 
1 billion in 2012 all over the world. Users can mutually communicate their friends or general public by social media. Unlike other 
existing media on Internet, users easily disclose their personal information for the purpose of connecting with other users on social 
media. Along with the rapid growth, each user may have various manners or norms on social media. However, the answer to “What 
kind of norm do users have?” or “Do they actually behave according to the norms?” is not given. The aim of this study is to clarify 
university students’ norms and actual behavior on Twitter. In November 2012, the authors conducted questionnaire survey for students 
of 13 universities in Japan. The result shows that each user has their own behavioral norms, especially many users are strongly 
conscious about privacy and copyright on Twitter. Moreover it was found that the norms are different by gender, although frequency of 
use does not affected users’ norms. 
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はじめに

近年、 や をはじめとするソーシャルメディアのユーザ数は増加の一途をたどっており、 年時

点でその規模は 億人を超えたことが報告されている 。 らの調査 によれば、ユーザの利用目的は、

主にコミュニケーションや情報収集・拡散のためであると述べられている。その一方で、各々のユーザがソーシャル

メディアを利用する際どのようなマナーやルールを持っているかについて実証的な調査はほとんど行われていない。

これまで、不特定多数のユーザが存在するインターネット上では、多くの場合、個人的な情報を露出することは望

ましくない行為であると認識されており、とくに、未成年についてはそうした情報を秘匿することが推奨されてきた。

たとえば、文部科学省が公開している情報モラル指導ポータルサイト によれば、情報モラル教育の指導事項の一つ

に「個人の情報は、他人に漏らさない」という項目が掲げられている。しかしながら、ソーシャルメディアは“友人

や知人らとのコミュニケーションや交流を促進する場あるいは仕組みで、友達やフォロワーといったつながりを有す

るインターネット上のサービス” であり、この「つながり」を促進するため、多くのユーザが個人を特定され得

る行為を比較的容易に行っているのが現状である。実際、最も普及しているソーシャルメディアの一つである

では、利用規約 において、実名、及び、実在の情報での登録を求める「実名主義」をとっているほか、 で

の位置情報追加機能 など、個人情報を発信することでコミュニケーションを図るサービスが存在している。こうし

たソーシャルメディアの特性は、従来、不特定多数が参加してきたインターネット上の既存のメディアと大きく異な

っていると言えよう。

加えて、ソーシャルメディア利用に際しては、個人情報に関わる論点以外にも著作権侵害、デマ情報の拡散といっ

たトラブルが少なからず存在する。また、自身の違法行為やアルバイト先等で得た情報をユーザが発信すること、さ

らにそうした行為が原因で、いわゆる「炎上」が生起することも少なくない。ソーシャルメディアは比較的新しいメ

ディアであるため、こうしたトラブルを回避する利用方法やマナーに関する情報リテラシー教育はほとんど行われて

                                                      
*1 https://twitter.com 
*2 http://www.facebook.com 
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いないものと推察される 。さらに、スマートフォンの普及や、ソーシャルメディアの簡便性によって、それま

でインターネットを利用してこなかった新規ユーザの参入も見込まれることから、ソーシャルメディア上には多様な

マナーやルールに対する認識が混在していることが推測される。

そこで、本研究ではソーシャルメディアにおける行動について「すべき」あるいは「すべきでない」といった意識

を「行動規範」と定義し、ソーシャルメディアユーザがどのような行動規範を持っているかを明らかにする。具体的

には、複数の大学に所属する大学生に対して、ソーシャルメディアのなかでも、とくに日本において最もユーザ数の

多い を対象とし、行動規範に関する質問紙調査を実施する。これによって、 の主要な利用者である大

学生が、プライバシー情報の露出やデマ情報の拡散、著作権の侵害、炎上の危険性をはらむ行為等について、どのよ

うな行動規範を抱いているのか、また、実際にどのような行動をとっているかを把握し、両者を比較・検討すること

によって、ソーシャルメディアの利用実態を明らかにすることを試みる。

第 章では関連研究を概観し、第 章で調査手法について述べる。第 章では調査結果について詳述し、第 章に

おいて全体のまとめと今後の課題について論じる。

関連研究

これまで、電子メールや電子掲示板など、インターネット上のサービスを利用する際の行動規範に着目した研究は

少なからず行われてきた。鈴木ら は、インターネット利用時に円滑な対人関係のために気をつけていることにつ

いて、高校生に対し自由記述形式の質問紙調査を行っている。その結果、電子メールを使用する際は、言葉遣いや感

情表現に気をつけていること、「必ず返信する」、「チェーンメールを回さない」といった規範意識が存在すること、

また、電子掲示板を利用する際は、「プライバシーを守る」、「あらさない」といったルールやマナーが重視されて

いることを示した。同様に、森山ら は、高校生に対し電子メールのマナーに関する質問紙調査を行い、自由記述

のテキストマイニングによって、チェーンメールへの適切な対処や、分かりやすい文章の工夫といった規範意識が存

在することを明らかにした。このほか、大学生を対象とした調査によって、一定数の学生が、個人情報流出や著作権

侵害に対して注意を払っているものの、そうした意識が年々減少傾向にあることなどが明らかにされている 。

ソーシャルメディアの行動規範に関する調査も、対象や範囲が限定的ではあるものの実施されている。たとえば、

は、 上のカーネギーメロン大学コミュニティに所属するユーザのプロファイル・デー

タを収集し、 のユーザが個人を特定できる写真を公開していること、 のユーザが現住所を記載していること、

のユーザが電話番号を記載していることを明らかにした。また、 は、大学生に対して 、

、 における個人情報開示に関して質問紙調査を行い、 以上の学生が を利用しており、

本名、専攻分野、性別、メールアドレス、および、友人ネットワークについてはそれぞれ、ユーザの 以上が情報を

公開していると回答した。さらに、 は ユーザを対象に「ソーシャルネットワークサイトはプ

ライバシー保護に適切な処置を施していると思うか」といった信頼性に関する質問、及び、「ソーシャルネットワー

クサービス利用前にプライバシーポリシーを読むか」といった行動実態に関する質問を行い、男性よりも女性の方が

プライバシーに対して配慮していると結論している。

日本国内では、トレンドマイクロ社が実施したソーシャルメディアと携帯電話の利用におけるプライバシー意識調

査 がある。多くのユーザが、 上で自分の情報が知らないうちに扱われることに不快であると回答してい

る一方で、友人・知人の写真を で共有する際に、事前に承認もしくは確認を取ると回答したユーザは に

過ぎないと報告されている。

以上のように、 の実名主義という特徴から、ソーシャルメディアに関する実態調査や意識調査はその多く

が を対象としている。一方で、 においても、ソーシャルメディア特有の「つながり」が重視されてい

ることから、個人を特定ないし推定することが可能な情報を公開しているユーザは多数存在する。しかし、

のような利用規約上の実名に関する制約はなく、基本的には、フォロー申請・承認のやり取りがないなど、他のソー

シャルメディアに比べると行動の自由度が高く、この緩やかな「つながり」が利用者それぞれのマナーに対する意識

の差を生み出し、そのギャップに起因するトラブルが惹起され得ることも考えられる。以上のような背景を踏まえて、

                                                      
*3 https://new.myspace.com/ 
*4 http://www.friendster.com/ 
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本研究では、日本の大学生を対象として、 における行動規範と実際の行動に関する質問紙調査を行い、両者を

比較検討する。

方法

調査対象及び調査期間

本研究では、全国の国私立大学 校の学部学生を対象とした アンケート調査を実施した。調査対象大学の選定に

ついては国立私立の別、ならびに、地域の分散を考慮した。調査プラットフォームには を用い、アンケ

ートの を掲載した依頼状を作成し、各大学の協力教員に配布を依頼し回答を求めた。調査期間は 年 月 日か

ら 年 月 日までの 日間とし、計 名 男性 名、女性 名、平均年齢 歳 の有効回答が得られた。

調査項目

調査項目の策定に際して、二回の予備調査を行った。第一回予備調査は 〜 歳の男女 名を対象として行い、調

査票への回答のほかに、答え難かった項目や改善すべき点について自由記述を求めた。さらに、回答率の偏りなどを

検討し、適宜項目の修正・削除を行った。第二回予備調査は 〜 歳の男女 名を対象として行い、第一回と同様に、

回答結果から質問紙の調整を行い、調査票を完成した。

本調査の質問紙の構成は下記の通りである。

回答者の基本情報 性別と年齢

の利用の有無およびアカウント数

アカウント開設時期

現在のフォロー数・フォロワー数・総ツイート数

を利用する状況

ツイートの公開・非公開設定

プロフィール欄の設定・ やスクリーンネームの設定

利用目的

フォローアカウントの種類

における行動規範と実際の行動

不愉快だと感じた経験やマナーについての自由記述

質問紙の文中に示した に関する用語については、回答者の便宜のために、画像による説明を付記したほか、

利用者向けのサイトであるツイナビ の 用語集へのリンクを付した。なお、「 の利用の有無

およびアカウント数」について「アカウントを取得したことが無い」と回答した 名については、その時点で調査を

終了した。また、「 現在のフォロー数・フォロワー数・総ツイート数」以降の設問では、アカウントを複数持って

いる場合、最も良く使っていると考えるアカウントについて回答するよう指示した。

「 における行動規範と実際の行動」に関しては、プレテストを踏まえて、議論のありそうな行動につい

ての設問を 項目設定した →表 。行動規範については「すべきでない」、「しないほうがよい」、「してもよい」、

「すべきである」、「わからない」の五つの選択肢から最もあてはまるものを一つ選択し、実際の行動については「よ

くする」、「たまにする」、「していない」、「わからない」の四つの選択肢のうちから当てはまるものを一つ選択

するよう依頼した。

なお、「行動規範」と「実際の行動」の回答の順によって回答に偏りが生じる可能性を考慮してカウンターバラン

スをとった。すなわち、規範意識を尋ねた後に実際の行動を尋ねた場合、実際の行動に対する回答が直前の規範意識

に対する自身の回答のバイアスを受けることを危惧したためである。具体的には、回答者を「行動規範」を尋ねたの

                                                      
*5 http://jp.surveymonkey.com 
*6 http://twinavi.jp/ 
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ち「実際の行動」を尋ねる「規範→行動グループ」、「実際の行動」を尋ねたのち「行動規範」を尋ねる「行動→規

範グループ」の二つに分け、その回答結果を比較した。

有効回答 名のうち、回答者 名を「規範→行動グループ」、 名を「行動→規範グループ」として独立性の検

定を行ったところ「友人・知人が写った写真を本人に断らずにツイートする」、「短時間に連続で多数のツイートを

する」の二つの設問について、回答に有意差が見られた。この二つの設問について の残差分析を行ったとこ

ろ、「友人・知人が写った写真を本人に断らずにツイートする」について、「行動→規範グループ」の回答者の「し

ていない」の回答数が期待度数よりも有意に多く、「たまにする」の回答が有意に少なかった。また、「短時間に連

続で多数のツイートをする」については「規範→行動グループ」の回答者の「している」の回答数が期待度数よりも

有意に少なかった。したがって、この二つの設問については、「行動→規範グループ」のみの回答を分析に用いるこ

ととした。一方、統計的有意差が見られなかったその他の 項目については、質問の順序によるバイアスは生じなか

ったものと判断し、両グループの回答を合計して集計・分析を行った。

設問項目 設問数 設問例

プライバシーや個人情報 問
自分の顔写真が特定されうる写真をプロフィール画

像に設定したりツイートする

他者の権利を侵害する行為 問
他者に著作権のあると考えられる画像や写真をツイ

ートする

炎上やトラブルになりやすい行為 問
他人のツイートに対して批判的な意見を返信（リプラ

イ）する

事実と異なる内容の投稿 問
事実か分からないことを他の情報源を確認せずにリ

ツイートする

その他のマナーやルール 問 メールの代わりに を利用する

結果と考察

利用状況

 
の利用状況に関する回答の集計結果を表 、表 に示した。アカウント開設時期は 年という回答が最も多

かった。 年 月 日の東日本大震災の際には、電話やメール等様々な方法で安否確認が行われたが、柴田に は、

安否確認をしようとして実際に確認できた割合である「達成率」が 割程度と高かった方法は、携帯電話、 、及び

であったことを報告している。このように、震災の際に が頑強性の高い情報交換・情報収集ツールと

して注目されたことが、 年のアカウント数増加の一因であると推察される。また、公開・非公開の別に関しては、

開設時期（ ） 回答数 比率（％）

年以前

年

年

年

分からない

ツイートの公開・非公開（ ） 回答数 比率（％）

公開

非公開

公開したり非公開したりする

表 設問内容

 

表 の利用状況（ ）
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常にツイートを非公開に設定している、いわゆる「鍵アカウント」のユーザは であり、 が公開していると

回答していることから、ユーザの多くがツイートを不特定多数に公開したままツイートしていることが分かった。

また、フォロー数、フォロワー数、総ツイート数を表 に示した。加えて、これらの間の相関係数（ の積率

相関係数）を算出したものが表 である。フォロー数、フォロワー数、総ツイート数の間には高い相関が見られ、と

くに、フォロー数とフォロワー数との間に、相関係数 という強い相関関係が見られた。

平均 中央値 標準偏差 最小 最大 標本数

フォロー数

フォロワー数

総ツイート数

フォロワー数 総ツイート数

フォロー数

フォロワー数

個人情報に関する設問

ソーシャルメディアにおける個人情報漏洩問題についてはたびたび議論がなされており 、第 章で述べたよ

うに、規範に関する実態調査や意識調査もその多くが個人情報やプライバシーに関する調査であった。そこで本研究

においても、まず、 上での個人情報に関する行動規範についての回答内容を分析、考察する。

においては、写真をプロフィール画像に設定したり投稿したりする行為は、個人を特定する手がかりとなり

得る。そうした行為に対する規範意識の分布を図 に示した。自分の写真を公表する場合と、他者の写真を公表する場

合を比較するため、「自分の容姿が特定されうる写真をプロフィール画像に設定したり、ツイートしたりする」を上

段に、「友人・知人が写った写真を本人に断らずにツイートする」を下段に示した。

「自分の容姿が特定されうる写真をプロフィール画像に設定したり、ツイートしたりする」については「すべきで

ない」とする回答が であるが、「友人・知人が写った写真を本人に断らずにツイート」については「すべきでな

い」が と自分の写真を公開する場合に比べて高く、自分の写真よりも友人や知人の写真を慎重に取り扱うべきと

する意識がみられた。他方、「自分の容姿が特定されうる写真をプロフィール画像に設定したり、ツイートしたりす

る」について が「すべきである」と回答しており、「つながり」が重視されるソーシャルメディア特有の規範意

識が示された。

表 の利用状況（ ）

表 フォロー数・フォロワー数・総ツイート数間の相関係数

（ 相関係数は 水準で有意（両側））

図 プライバシーに関する行動規範（自分の写真と他者の写真の比較）
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さらに、実際の行動に関する回答を図 示す。自分の写真、友人・知人の写真どちらも「していない」とする回答が

を超えており、多くのユーザが実際にも個人が特定できるような行動は行っていないことが分かる。しかし、友人・

知人に関しては、規範意識の「してもよい」の回答が であったにもかかわらず、「よくする」もしくは「たまに

する」と回答したユーザが合わせて であることから、友人・知人が写った写真を本人に断らずツイートしてはい

けないという規範を持ちつつも、実際は規範に反した行動を行うユーザの存在が明らかとなった。

その他の個人情報に関する設問としては、防犯上の問題となり得る「自分が外出中であることをツイートする」、

「位置情報を付加して現在地をツイートする」、「実社会で見聞きした友人・知人の発言や行動を本人に断らずにツ

イートする」、さらに、個人とアカウントを結び付けさせる行為である「友人・知人のアカウントの素性を本人に断

らずに第三者に教える」、「具体的な実社会での所属名を付けた公開のリストを作成し、ユーザを追加する」などが

ある。これについて各々の回答を表 、表 にまとめた。

自分が外出中であることをツイートすることは「すべきである」の回答が 、「してもよい」の回答が であ

る。また、実際の行動についても、「よくする」、「たまにする」の回答が合わせて にのぼり、外出中であり家

を空けていることを発信することに対する危機意識は低いと考えられる。一方、位置情報を付加して現在地をツイー

トすることは「しないほうがよい」、「すべきでない」の回答が合わせて であり実際にしていないという回答も

であった。また、実社会で見聞きした友人・知人の発言や行動を本人に断らずにツイートすることは「すべきで

ある」、「してもよい」の回答が に満たず、多くの人が「すべきでない」または「しないほうがよい」と考えてい

項目名
すべきで

ある
してもよい

しないほう

がよい

すべきで

ない
わからない

自分が外出中であることをツイートする

位置情報を付加して現在地をツイートする

実社会で見聞きした友人・知人の発言や行

動を本人に断らずにツイートする

友人・知人のアカウントの素性を本人に断

らずに第三者に教える

具体的な実社会での所属名を付けた公開の

リストを作成し、ユーザを追加する

表 プライバシーに関する行動規範

 

図 プライバシーに関する実際の行動（自分の写真と他者の写真の比較）
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ることが分かる。しかし、実際の行動を見ると、 が「よくする」または「たまにする」と回答しており、「友人・

知人が写った写真を本人に断らずにツイートする」の項目と同様に、規範に反した行動をとるユーザの実態がみられ

た。

「友人・知人のアカウントの素性を本人に断らずに第三者に教える」ことは「しないほうがよい」、「すべきでな

い」が多数を占め、実際にも「していない」という回答が であった。一方、「具体的な実社会での所属名をつけ

た公開のリストを作成し、ユーザを追加する」ことは「すべきでない」の回答が と、相対的に低い。この行為が

他者の属性を明らかにしているという行為だと認識されていないためか、間接的に他者の属性を明らかにすることに

関する意識は低いといえる。しかし、 年、ホテルのアルバイト従業員が有名人の宿泊情報を投稿したことにより

炎上が生じた際、登録リストから出身高校が明らかになった例もあり、間接的に情報を明かすことについても意識を

持つことが重要であると考えられる。

行動規範と実際の行動

節で言及したように、行動規範と実際の行動に齟齬が見られる場合があることが分かった。そこで、行動規範と

実際の行動について、順位相関の検定を行う。それぞれの設問項目に順位をつけるために、行動規範の各質問に対し、

便宜的に「すべきである」を 点、「してもよい」を 点、「しないほうがよい」を 点、「すべきでない」を 点とし

て加重平均を算出した。同様に、実際の行動についても「よくする」を 点、「たまにする」を 点、「していない」

を 点とする得点を算出した。行動規範、実際の行動の順位を表 に示す。なお、「順位差」は各設問において、行動

規範の順位から実際の行動の順位を引いたものである。順位差が「＋ プラス 」の場合は、行動規範の順位が低いも

のの、実際の行動の順位が高い場合であり、すべきではない行為と認識されているが、実際にはその行為が行われて

いることを意味する。逆に、順位差が「−（マイナス）」の場合は、行動規範の順位が高いものの、実際の行動の順位

が低い場合であり、「すべきである」あるいは「してもよい」行為と認識されつつも、実際にそのような行為を行っ

ているユーザは少ないことを指す。順位差が大きいほど行動規範と実際の行動のギャップが大きく、順位差が小さい

ものは、行動規範と実際の行動がある程度一致しているといえる。順位相関分析の結果、 の順位相関係数 、

の順位相関係数 を示し、また、無相関の検定の結果、有意水準 で有意であった。以上のことから、行

動規範と実際の行動には比較的高い相関があり、ユーザは概ね行動規範に従って行動していると言えるだろう。

しかしながら、行動規範の順位と実際の行動の順位に大きく差のある設問も存在した。それらのうち、特に、順位

差が「＋」であるもの、つまり「すべきでない」行為として認識されているものの、実際には行われている項目につ

いて、回答の内訳を示したものが図 、図 、図 である。

項目名 よくする たまにする していない わからない

自分が外出中であることをツイートする

位置情報を付加して現在地をツイートする

実社会で見聞きした友人・知人の発言や行

動を本人に断らずにツイートする

友人・知人のアカウントの素性を本人に断

らずに第三者に教える

具体的な実社会での所属名を付けた公開の

リストを作成し、ユーザを追加する

表 プライバシーに関する実際の行動
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設問内容 規範順位 行動順位 順位差

他者に著作権や肖像権があると考えられる画像や写真をツイートする

事実かわからないことを他の情報源を確認せずにリツイート（ ）する

実社会で見聞きした友人・知人の発言や行動を本人に断らずにツイートする

アルバイト先で知り得た出来事や顧客の様子・行動などについてツイートする

他者に著作権のある文章や歌詞などをツイートする

メール代わりに を利用する

事実かわからないことを他の情報源を確認せずにツイートする

「情報拡散」の目的以外にリツイート（ ）を使用する

自分が外出中であることをツイートする

上での友人・知人の発言を現実世界で話題にする

返信（リプライ）機能を使わず（ をつけずに）、友人や知人と 上で会話をする

特定の映画、テレビ番組、マンガ等について批判的なコメントをツイートする

他人のツイートを転載もしくはコピー ペーストしてツイートする

自分の容姿が特定されうる写真をプロフィール画像に設定したり、ツイートしたりする

ネガティブな心情をツイートする

特定の話題や主題のツイートであることを示す目的以外でハッシュタグ（ ）を使う

友人・知人のアカウントの素性を本人に断らずに第三者に教える

他人から自分へのツイート（リプライ）にはすぐに返信（リプライ）する

特定のツイートを紹介するときは、自分のツイート中で引用するのではなくリツイート（ ）する

ツイートを非公開にしている会ったことがない人や親しくない人へフォローリクエストを送る

意図的にウソの内容をツイートする

返信（リプライ）機能を使わず、相手のツイートを引用しながら会話をする

友人や知人について批判的なコメントをツイートする

ツイートを非公開にしている実社会の友人や知人へのフォローリクエストを送る

目上の人（先生やバイト先の上司など）をフォローする

具体的な実社会での所属名を付けた公開のリストを作成し、ユーザを追加する

他人のツイートを引用するとき、引用部分を削ったりまとめたりする

思想や宗教に関する意見をツイートする

著名人や芸能人について批判的なコメントをツイートする

意図的にウソのプロフィールを記載する

友人や知人をリムーブする

他人のツイートに対して批判的な意見を返信（リプライ）する

位置情報を付加して現在地をツイートする

友人や知人をブロックする

政治に関するツイートをする

他の （ や 等）と連動させてツイートする

最も順位差が大きかったのは「他者に著作権があると考えられる画像や写真をツイートする」である。この設問で

は、「すべきである」という回答は一人も見られず「してもよい」という回答も に満たなかった。 年に行われ

た日本教育工学振興会の調査 によれば、小学校では 、中学校・高等学校では約 で「著作権を取り上げた授

業」が実施されていることが報告されており、こうした教育の成果からか、著作権の侵害は、好ましくない行為とす

るユーザの意識が示された。しかしながら、 を超える回答者が「よくする」または「たまにする」と回答している。

表 各設問の規範・行動順位
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実際、 上には著名人の名言やアーティストが作曲した歌詞の一部をツイートするユーザや自動配信を行う「 」

が多数存在している。

次に順位差が大きかったのが「事実か分からないことを他の情報源を確認せずにリツイート する」である。こ

の項目に関して、「すべきでない」、「しないほうがよい」とする回答が 割を超えた。 年 月に発生した東日本

大震災の際にデマや流言が問題になった経緯から、虚偽の情報に意識的になっていることが想定される。しかしなが

ら、「よくする」、「たまにする」の回答者は合わせて にのぼり、意識しつつも、実際には情報源を確認せずリ

ツイート していることがわかる。

図 アルバイト先で知り得た出来事や顧客の様子・行動などについてツイートする

図 事実か分からないことを他の情報源を確認せずにリツイート（ ）

する

図 他者に著作権や肖像権があると考えられる画像や写真をツイートする
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番目に順位差の大きかったものが「実社会で見聞きした友人・知人の発言や行動を本人に断らずにツイートする」

である。これは 節でも言及した項目であるため図の付記は省略するが、個人情報に関する設問についても少なから

ず規範と実態の乖離が示された。

番目に順位差の大きかったものが「アルバイト先で知り得た出来事や顧客の様子・行動などについてツイートする」

である。この項目でも「すべきである」、「してもよい」の回答が合わせて であるのにもかかわらず、「よくす

る」及び「たまにする」の回答は である。 年に広島の専門学校生が病院での研修期間中に「スポーツ選手の

カルテを見た」とツイートし、問題になった経緯からも 、軽率に、職場等で得た情報をツイートしているユーザ

の存在が推定される。

これらの項目から、すべきでないという規範意識を持っていながらも実際は規範に反して行動しているユーザの実

態が窺える。

属性別行動と規範の違い

性別、ツイートの公開・非公開、利用度、及び開設時期によって行動規範や実際の行動に差が見られるかを明らか

にする。

まず、性別による違いを見る。はじめに、 上での行動規範についての性差を見るため、χ検定を適用し、男

女間の有意差が見られた設問を表 に示した。なお、期待度数が 未満のセルが全体の 以上となったものについては、

の正確確率検定を行った。また、 の残差分析の結果、「すべきである」、「してもよい」といった肯

定的な規範意識が期待度数より多い場合その性別を「性別」欄に示した。同様に、「しないほうがよい」、「すべき

でない」といった否定的な規範意識が期待度数より少ない場合も、その性別を「性別」項目に記した。「自分が外出

中であることをツイートする」については、女性の方が「しないほうがよい」の回答が期待値に比べ有意に多く、男

性の方が「してもよい」の回答が期待値に比べて有意に多い結果となった。また、「位置情報を付加して現在地をツ

イートする」について女性は「すべきでない」の回答が有意に多い。女性が、自分が外出中であることや、自分の位

置を公開することについて、否定的であったことから、女性は自分の行動に関する情報を公開することについて警戒

的であると解釈できる。

で有意差が認められた項目 χ値 有意確率 性別

アルバイト先で知り得た出来事や顧客の様子・行動などについてツイートする 女性

他のソーシャルメディア や 等 と連動させてツイートする 男性

返信（リプライ）機能を使わず（＠をつけずに）、友人や知人と 上で会

話をする
男性

自分が外出中であることをツイートする 男性

位置情報を付加して現在地をツイートする 男性

特定のツイートを紹介するときは、自分のツイート内で引用するのではなくリ

ツイート（ ）する
女性

次に実際の行動についての性差を見る。性別とアカウント数についての関係を見るために、χ検定を行ったところ、

アカウント数について、 で有意な差が認められた。期待度数が 未満のセルが全体の 以上となっ

た項目については、 の正確確率検定を行ったが、同様に 有意差が認められた。 の残

差分析の結果、女性について「アカウントを複数持っている」の回答数が期待度数よりも有意に多かった。また、性

別とツイートの公開・非公開についての関係を見るため、χ検定を行ったところ、 で有意差が認めら

れた。これについて、 の残差分析を行ったところ、男性は期待度数よりも「公開している」と回答した度数

が有意に多く、女性は「非公開にしている」の回答数が期待度数よりも有意に多い結果となった。

同様に、行動規範に対応する実際の行動について男女差を見るため、各設問についてχ検定を行い、有意水準 お

よび有意水準 で有意差が見られた設問を表 に示す。なお、期待度数が 未満のセルが全体の 以上となったものに

ついては、 の正確確率検定を行った。また、 の残差分析の結果、「している」、「たまにする」とい

表 性別と行動規範（有意差が見られた設問）
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った実際に行なっているという回答が期待度数より多い、または「していない」の回答が期待度数より少ない方の性

別を「性別」の項目に示した。「政治に関する意見をツイートする」、「他人からのツイートに対して批判的な意見

を返信 リプライ する」、「アルバイト先で知り得た出来事や顧客の様子・行動などについてツイートする」などは

女性よりも男性の方が「よくする」の回答数が有意に多いが、これらはすべて 上でのトラブルや炎上に繋がり

やすい行為であり、女性はそうした行為に対して、より慎重であると考えられる。男性の場合、「アルバイト先で知

り得た出来事や顧客の様子・行動などについてツイートする」については、「しないほうがよい」の回答について

で期待度数に比べ有意に多い結果となり、男性はこの項目について、行動規範と実際の行動との意識が矛盾している

ことが明らかになった。

は男性よりも女性はオンラインプライバシーに関するトラブルのリスクが高く、プライバシー意識が強

いことを指摘しているが、今回の調査でも行動規範において、女性のプライバシーに対する意識の強さが窺えた。ま

た、実際の行動についても、 は、女性は男性よりもオンライン上でプライバシーを厳守していると報告し

ており、 も 上では女性がプライバシーを守る行動をとっていることを報告している。今回

の調査では行動規範と対応した実際の行動については、男女差は見られなかったが、男性よりも女性のほうがアカウ

ントを非公開に設定していることから、先行研究と同様、実際にもプライバシーを守る行動を行っていると言える。

次に、ツイートの公開・非公開の状況と行動規範、実際の行動との関係を見る。各設問についてχ検定を行い、有

意水準 および有意水準 で有意差が見られた設問を表 に示す。

行動規範については、「友人・知人のアカウントの素性を本人に断らずに第三者に教える」について、有意水準

で有意差があり、公開の回答者は「してもよい」の回答が期待度数よりも有意に多かった。また、「位置情報を付加

で有意差が認められた項目 χ値 有意確率 性別

ネガティブな心情をツイートする 女性

他人のツイートを転載もしくはコピー ペーストしてツイートする 男性

他人から自分へのツイート（リプライ）にはすぐに返信（リプライ）する 女性

政治に関する意見をツイートする 男性

メール代わりに を利用する 女性

短時間に連続で多数のツイートをする 女性

他人のツイートに対して批判的な意見を返信（リプライ）する 男性

で有意差が認められた項目 χ値 有意確率 性別

特定のツイートを紹介するときは、自分のツイートの中で引用するのではなく

リツイート（ ）する

女性

思想や宗教に関する意見をツイートする 男性

他人のツイートを引用するとき、引用部分を削ったり纏めたりする 男性

上での友人・知人の発言を現実世界で話題にする 男性

友人や知人について批判的なコメントをツイートする 男性

アルバイト先で知り得た出来事や顧客の様子・行動などについてツイートする 男性

行動規範について、有意差が見られた項目 χ値 有意確率

友人・知人のアカウントの素性を本人に断らずに第三者に教える

位置情報を付加して現在地をツイートする

他人のツイートを転載もしくはコピー ペーストしてツイートする

実際の行動について、有意差が見られた項目 χ値 有意確率

友人や知人をブロックする

表 性別と実際の行動（有意差が見られた設問）

表 ツイートの公開・非公開によって有意差が見られた設問
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して現在地をツイートする」について、公開の回答者について「してもよい」の回答が有意に多く、「しないほうが

よい」の回答が有意に少ない結果となった。これらの結果から、ツイートを公開しているユーザは防犯に関する意識

も相対的に低く、自分の情報を発信することに抵抗が無く、他人の情報についても同様であることが窺える。

また、実際の行動については「友人や知人をブロックする」において、有意水準 で有意差が認められた。

の正確確率検定を行ったところ、同様に 水準で有意差が認められた。さらに、 の残差分析を行ったところ、

ツイートを公開している回答者について「していない」の回答が期待度数よりも有意に多く、ツイートを公開したり、

非公開したりするユーザは「たまにする」の回答が期待度数よりも有意に多い結果となった。このことから、ツイー

トを公開しているユーザはフォローすること・フォローされることについて柔軟であり、ブロックによってフォロワ

ーを管理することは少ないと考えられる。一方、非公開にしているユーザは利用目的に関する設問で「友人や知人と

のコミュニケーション」の割合が公開ユーザに比べ高く、実際フォローしているアカウントも「実社会の友人・知人

のアカウント」が最も多いことから、 をよりプライベートなメディアとして捉えていることが推測される。

さらに、 の利用度と実際の行動、行動規範との関係を見る。フォロー数、フォロワー数、総ツイート数が多

いほど利用度が高いと解釈し、利用度を示す値としてこれらを用いるが、これらは強い相関関係にあるため 表 、い

ずれか一つの値によって利用度を代表することができると言える。そこで、フォロー数・フォロワー数・総ツイート

数について主成分分析を行ったところ、第一成分のみが固有値が 以上であり、寄与率が 以上であった 表 。

この第一成分に対して、フォロワー数が最も高い主成分得点を示したため 表 、利用度に関する代表変数として、

分析にはフォロワー数の値を用いることとした。

成分 初期の固有値 抽出後の負荷量平方和

合計 寄与率 累積寄与率 合計 分散の 累積

主成分得点

フォロワー数

フォロー数

総ツイート数

利用度によって実際の行動や行動規範に差が見られるかを明らかにするために、フォロワー数の四分位数を基準に、

回答者をフォロワー数 、 、 、 の つのグループに分け、フォロワー数と実際の

行動についてχ検定を行った。結果、 設問中、 水準で 設問、 水準で 設問、計 の設問で有意差が認められ、

利用度によって実際の行動に差の存在することが分かった。しかしながら、フォロワー数と行動規範についてχ検定

を行ったところ、 水準で 設問、 水準で 設問、計 の設問でしか有意差が認められなかった。

実際の行動については の設問で有意差が見られたが、これは、 を多く利用しているからこそ、多くの項目

について「よくする」または「たまにする」という回答が多くなっていることに起因すると考えられる。実際、有意

差が見られた項目について の残差分析を行うと、すべての項目においてフォロワー数の多いユーザは「よく

する」または「たまにする」の回答が期待度数よりも多く、フォロワー数の少ないユーザは、「してない」の回答が

期待度数よりも少なかった。このように、実際の行動について もの設問で有意差が見られたのに対し、行動規範で

は つの設問でしか有意差が見られなかった。換言すると、フォロワー数、つまり利用度によって実際の行動に差はあ

るが、行動規範については利用度による差がほとんど見られなかった。したがって、どのような利用度のユーザでも、

行動規範はある程度一致していると言える。

表 主成分分析の結

果

表 第一主成分に対する主成分得点
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最後に、開設年度によって実際の行動や行動規範に差が見られるかを明らかにする。アカウント開設時期を 年

以前、 年、 年、 年の つの時期に分け、実際の行動についてχ検定を行った結果、 水準で 設問、

水準で 設問、計 の設問で有意差が認められた。期待度数が 未満のセルが全体の 以上となったものについては、

の正確確率検定を行ったところ、同様に有意差が見られた。 の残差分析の結果、有意差が見られたす

べての設問について、 年にアカウントを取得したユーザの「していない」の回答が期待度数よりも多かった。ま

た、 の設問において 年以前ないし 年と比較的古くにアカウントを開設したユーザの方が、本調査の設問に

ついて「よくする」または「たまにする」と回答する傾向が高いことが明らかになった。以上のことから、実際の行

動については、利用度の高いユーザと同様、比較的古くにアカウントを開設したユーザは、「よくする」または「た

まにする」行為が多いことが分かる。

一方、行動規範については、 つの設問で有意差が認められた 表 。期待度数が 未満のセルが全体の 以上とな

った項目については、 の正確確率検定を行ったが、同様に有意差が認められた。これらの項目に対し、

の残差分析を行ったところ、「友人や知人について批判的なコメントをツイートする」、「ツイートを非公開にして

いる会ったことが無い人や親しくない人へフォローリクエストを送る」、「他人のツイートについて批判的な意見を

返信（リプライ）する」の つの設問について、 年以前や 年と比較的古くにアカウントを開設したユーザの「す

べきでない」の回答が有意に少なく、 年にアカウントを開設したユーザの「すべきでない」の回答が有意に多い

結果となった。このことから、古くからのユーザは、実社会のモラルに縛られない自由なツイートやフォロー申請を

行うべきであると考えていることが分かる。一方、「他人のツイートを引用するとき、引用部分を削ったりまとめた

りする」、「他人のツイートを転載もしくはコピー ペーストしてツイートする」、「返信（リプライ）機能を使わず

（ をつけずに）、友人や知人とツイッター上で会話をする」、「「情報拡散」の目的以外にリツイート（ ）を使用

する」について、 の残差分析を行ったところ、アカウントを開設した時期が古いほど「すべきでない」の回

答が多く、アカウント開設時期が新しいユーザほど「してもよい」の回答が多かった。経験年数の長いユーザは、「他

人のツイートを引用するとき、引用部分を削ったりまとめたりする」や「返信（リプライ）機能を使わず（ をつけず

に）、友人や知人とツイッター上で会話をする」など、リツイート（ ）やリプライ（ ）といった機能が使われるべ

きところで使われないことを「すべきでない」行為と認識していることがわかる。同様に、「「情報拡散」の目的以

外にリツイート（ ）を使用する」など、本来意図された使い方とは異なる方法で使用されることも「すべきでない」

行為と認識されている。これに対し、経験年数の短いユーザは、機能が使われないことや、本来の意図通りではない

使われ方に対して寛容な考えを持っていることがわかった。

で有意差が認められた項目 χ値 有意確率

友人や知人について批判的なコメントをツイートする

ツイートを非公開にしている会ったことが無い人や親しくない人へフォローリ

クエストを送る

で有意差が認められた項目 χ値 有意確率

返信（リプライ）機能を使わず（ をつけずに）、友人や知人とツイッター上で

会話をする

他人のツイートを引用するとき、引用部分を削ったりまとめたりする

返信（リプライ）機能を使わず、相手のツイートを引用しながら会話をする

「情報拡散」の目的以外にリツイート（ ）を使用する

他人のツイートを転載もしくはコピー ペーストしてツイートする

他人のツイートに対して批判的な意見を返信（リプライ）する

事実か分からないことを他の情報源を確認せずにリツイート（ ）する

表 開設年度と行動規範（有意差が見られた項目）
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結論

本研究の目的はソーシャルメディアには行動規範は存在するか、どのような行動規範があるか、それらはどの程度

共有されているか、実際に行動規範にしたがって行動しているかを明らかにすることであった。大学生を対象とした

アンケート調査を実施し、以下のような結果が得られた。

まず、行動規範が存在するかであるが、いくつかの行為に対し、強い肯定・否定の意である「すべきである」、「す

べきでない」といった意識が見られた。しかし、「してもよい」、「しないほうがよい」といった回答も多くみられ、

上のマナーや行動規範は個人の自由意志に任せられたゆるやかなルールのようなものであると考えられる。次

に、行動規範の具体的な内容については、個人情報の取扱、特に直接的に情報を開示することには「すべきでない」

とする意識が広く共有されており、実際にもしていない人が多い結果となっていた。また、行動規範がどの程度共有

されているかについては、性別や開設時期によって共有される行動規範は異なっていること、公開非公開によっては

それほど大きな差は見られないこと、さらに利用度によっては実際の行動に差はあるが、行動規範はどの利用度のユ

ーザもある程度共有されていることがわかった。最後に、実際に行動規範にしたがって行動しているかであるが、行

動規範と実際の行動の順位相関は高く、概ね規範にしたがって行動していることが示された。しかし、いくつかの設

問において、行動規範を意識しつつも実際は規範とは異なる行動を行なっている実態も把握できた。

最後に、今後の課題について述べる。今回の対象であった大学生は、初等・中等教育においてソーシャルメディア

については触れられてこなかった世代である。今後は、教育でソーシャルメディアに関する内容が扱われることが考

えられるが、そうした世代の行動規範や実際の行動が、現在の大学生と異なっているのか、あるいは、同様のものと

なるかについて明らかにすることが望まれる。また、今回は のみを対象メディアとしたが、 特有の行

動規範であるのか、ソーシャルメディア全般に見られる行動規範であるのかを判断するためには、 など、他

のソーシャルメディアについても同様の調査を行い、比較検討を行うことが必要であろう。
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